
京
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季
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じ

春夏秋冬あ
と
が
き



こ
の
本
は
縦
書
き
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
覧
に
な
る
機
種
に
よ
り
、
表
示
の
差
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

本
電
子
書
籍
は
購
入
者
の
閲
覧
目
的
の
た
め
だ
け
に
フ
ァ
イ
ル
の
閲
覧
が
許
諾
さ
れ
て
い
ま
す
。

目
的
を
超
え
た
転
載
、
配
信
、
送
信
な
ど
の
行
為
は
著
作
権
法
上
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。



春



乳
飲
み
子
の

　
　

く
ち
び
る
の
如

　
　
　
　
　
　
　

梅
蕾

京都御苑



御
所
を
囲
む
広
大
な
京
都
御
苑
。
東
は
寺
町
通
、
西
は
烏
丸

通
、
南
は
丸
太
町
通
、
北
は
今
出
川
通
に
面
し
た
長
方
形
の

国
民
公
園
で
す
。
特
に
南
北
は
千
三
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
地

下
鉄
の
二
駅
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の
広
さ
が
う

か
が
え
ま
す
。。
苑
の
西
側
、
蛤
御
門
に
ほ
ど
近
い
一
角
に

梅
林
と
桃
林
が
あ
り
、
二
月
中
旬
に
梅
、
三
月
に
入
る
と
桃

が
花
を
つ
け
て
、
待
ち
遠
し
か
っ
た
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く

れ
ま
す
。

京都御苑



学
問
の
神
様
、
菅
原
道
真
を
祀
る
北
野
天
満
宮
。
梅
の
花
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
道
真
が
九
州
の
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
と

き
、
主
を
慕
う
梅
の
花
が
北
野
天
満
宮
か
ら
大
宰
府
ま
で
一

晩
で
飛
ん
で
行
っ
た
と
い
う
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
飛
梅
伝
説
が

残
り
ま
す
。
境
内
に
植
え
ら
れ
た
梅
の
木
は
約
千
五
百
本
。

二
月
、
早
咲
き
の
梅
の
開
花
時
期
が
ち
ょ
う
ど
受
験
シ
ー
ズ

ン
に
あ
た
り
、
多
く
の
人
が
合
格
祈
願
に
訪
れ
ま
す
。

北野天満宮



北
野
天
満
宮

飛
梅
の
百
里
を
飛
び
て
香
り
け
り



浄
土
宗
の
総
本
山
、
知
恩
院
で
す
。
京
都
に
は
寂
光
院
、
詩

仙
堂
な
ど
美
し
い
名
前
の
お
寺
が
あ
り
、
そ
の
響
き
を
聞
い

た
だ
け
で
イ
メ
ー
ジ
が
膨
ら
ん
で
行
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

僕
が
好
き
な
の
が
こ
の
知
恩
院
。
人
の
恩
を
知
る
。
素
敵
な

名
前
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
知
恩
院
と
い
う
響
き
に
は
ど
こ
か

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
を
感
じ
ま
す
。
満
開
の
桜
と
三
門
の
幾

何
学
模
様
の
よ
う
な
意
匠
と
の
対
比
が
印
象
的
な
一
枚
。

幾
春
を

　
　

重
ね
て
知
る
や

　
　
　
　
　
　

人
の
恩

知恩院


